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1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 116,593 0.2 2,902 8.0 2,650 4.5 1,768 0.0
20年3月期 116,360 14.4 2,687 74.1 2,536 97.9 1,767 85.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 51.40 ― 17.2 3.4 2.5
20年3月期 50.47 41.87 16.1 3.3 2.3

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  ―百万円 20年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 80,725 10,140 12.2 285.30
20年3月期 73,542 11,285 14.7 259.91

（参考） 自己資本   21年3月期  9,814百万円 20年3月期  10,774百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 △645 93 1,568 10,702
20年3月期 △2,344 5,014 △5,294 10,024

2.  配当の状況 

(注) 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式(非上場)の配当の状況について
は、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― ― ― 6.00 6.00 206 11.9 2.4
21年3月期 ― ― ― 6.00 6.00 206 11.7 2.2

22年3月期 
（予想）

― ― ― 6.00 6.00 12.9

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

45,000 △10.7 570 △23.1 480 △28.6 350 20.3 10.17

通期 120,000 2.9 2,400 △17.3 2,200 △17.0 1,600 △9.5 46.51

－ 1 －



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、20ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

(注) １株当たり当期純利益(連結)の算定の基礎となる株式数については、29ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 34,498,097株 20年3月期 34,498,097株

② 期末自己株式数 21年3月期  98,757株 20年3月期  88,663株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 88,917 △6.7 1,769 △1.7 1,914 9.3 1,300 △14.5

20年3月期 95,294 16.9 1,800 121.8 1,751 104.2 1,521 91.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 37.81 ―

20年3月期 43.31 36.03

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 71,289 8,080 11.3 234.89
20年3月期 65,941 9,204 14.0 214.29

（参考） 自己資本 21年3月期  8,080百万円 20年3月期  9,204百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

35,000 △0.8 350 105.5 330 70.9 310 61.8 9.01

通期 100,000 12.5 1,900 7.4 1,800 △6.0 1,400 7.6 40.69

－ 2 －



種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳及び配当金総額は以下のとおりです。 

 
(注) 平成20年７月４日に第Ⅰ種優先株式3,600,000株を取得し、消却したことにより、第Ⅰ種優先株式はなくな

ったため、平成21年３月期及び平成22年３月期(予想)の第Ⅰ種優先株式に係る期末配当はありません。 

  

１株当たり配当金
配当金総額
(年間)(基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円

第Ⅰ種優先株式

20年３月期 ― ― ― 8 54 8 54 30

21年３月期 ― ― ― 0 00 0 00 ―

22年３月期(予想) ― ― ― 0 00 0 00 ―

－ 3 －
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当連結会計年度のわが国経済は、昨年秋の米国金融機関の破綻を契機に、世界的な信用収縮が加速度

的に進み、資金調達環境が悪化する等、国内経済に深刻な影響を与え、景気の先行き不透明感を払拭す

ることができない状況となりました。 

建設業界におきましては、世界経済の悪化に伴い民間設備投資の計画中止や延期等が相次ぐなか、建

設需要の縮小傾向が顕著となり、また、不動産業者の経営破綻等が多発し、厳しい経営環境となりまし

た。 

このような状況のもと、当社グループは、「中期経営計画」に基づき、優先株式28億円を全額償還す

る等、目標達成に向けて着実に成果を上げてまいりました。また、不動産関連事業者からの受注につい

ては、資金回収リスクを回避するため、選別受注の徹底、与信管理の強化等へ方針転換を図ることによ

り、経営環境の変化に対応してまいりました。 

その結果、当連結会計年度の業績は以下のとおりとなりました。 

売上高は、建設事業1,151億50百万円(前年同期比0.5%増)に不動産事業他14億43百万円(前年同期比

17.8%減)を合わせ、1,165億93百万円(前年同期比0.2%増)となりました。 

損益面におきましては、営業利益は前年同期比２億15百万円増の29億２百万円、経常利益は前年同期

比１億13百万円増の26億50百万円となりましたが、貸倒引当金繰入額４億42百万円、投資有価証券評価

損１億84百万円等を特別損失に計上したことなどにより、当期純利益は17億68百万円となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりであり、セグメント間の内部売上高等を含めて記載

しております。 

  

建設事業 

当社グループの受注高は、国内建設事業1,007億61百万円(前年同期比0.5%減)に海外建設事業245

億71百万円(前年同期比29.8%減)を合わせ、1,253億33百万円(前年同期比8.0%減)となりました。 

売上高は、国内建設事業872億１百万円(前年同期比7.0%減)に海外建設事業279億48百万円(前年

同期比34.1%増)を合わせ、1,151億50百万円(前年同期比0.5%増)となりました。また、営業利益

は、21億62百万円(前年同期比16.1%増)となりました。 

  

不動産事業 

賃貸事業を中心とする不動産事業の売上高は、14億２百万円(前年同期比4.4%減)となり、営業利

益は、７億１百万円(前年同期比10.1%減)となりました。 

  

その他の事業 

その他の事業については、売上高41百万円(前年同期比85.7%減)となり、営業利益は、38百万円

(前年同期比11.6%減)となりました。 

  

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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① 資産、負債及び純資産の状況 

 (イ) 資産 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ63億62百万円増加し、603億39百万円となりました。これ

は、「受取手形・完成工事未収入金等」が60億94百万円増加したことなどによるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ８億20百万円増加し、203億86百万円となりました。これ

は、「建物・構築物」が14億93百万円増加したことなどによるものであります。 

その結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ71億83百万円増加し、807億25百万円となりまし

た。 

  

 (ロ) 負債 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ85億１百万円増加し、628億58百万円となりました。これ

は、「支払手形・工事未払金等」が８億４百万円減少しましたが、「未成工事受入金」が54億23百

万円及び「短期借入金」が42億８百万円それぞれ増加したことなどによるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ１億73百万円減少し、77億26百万円となりました。 

その結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ83億28百万円増加し、705億84百万円となりま

した。 

  

 (ハ) 純資産 

純資産合計は前連結会計年度末に比べ11億44百万円減少し、101億40百万円となりました。これ

は、当期純利益を17億68百万円計上し、優先株式の消却及び剰余金の配当の支払いを実施したこと

により利益剰余金は３億91百万円減少し、有価証券評価差額金は２億68百万円減少し、円高の影響

により為替換算調整勘定のマイナスが２億97百万円増加したことによるものであります。自己資本

比率につきましては、12.2%となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益20億23

百万円を計上し、未成工事受入金の増加がありましたが、売上債権及び未成工事支出金の増加など

により、６億45百万円のマイナス(前年同期は23億44百万円のマイナス)となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、93百万円のプラス(前年同期は50億14百万円のプラス)と

なりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、優先株式の取得による支出などがありましたが、短期借

入金の増加により、15億68百万円のプラス(前年同期は52億94百万円のマイナス)となりました。 

この結果、当連結会計年度末の「現金及び現金同等物の期末残高」は、前連結会計年度末に比べ

６億78百万円増加し、107億２百万円となりました。 

  

(2) 財政状態に関する分析
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(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 
  

 
(注) 自己資本比率            ： 自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率      ： 株式時価総額／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ  ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

※ 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 

※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書によるキャッシュ・フローを使用しております。 

有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としております。 

また、利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。  

平成20年３月期及び平成21年３月期におきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローがマ

イナスのため、キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては記載しておりません。

  

当社グループは、株主の皆様に対する利益還元と企業体質の強化を基本課題として、業績と将来

の見通しを総合的に勘案して配当する方針をとっております。 

当期の期末配当金につきましては、１株当たり６円を予定しております。 

また、次期の期末配当金につきましては、安定した配当を継続し、１株当たり６円を予定してお

ります。 

  

経営成績及び経営方針等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある

事項には、現在の経済情勢などから想定し、以下のようなものがあります。 

① 当社グループの主要な事業である国内建設事業におきましては、公共投資や民間建設投資、

資材価格の動向などによっては、今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

② 当社グループは、今後も東南アジアを中心に積極的に海外建設事業を展開してまいりますの

で、進出国の政治・経済動向や法的規制によっては、今後の業績に影響を及ぼす可能性があり

ます。 

③ 当社グループは、主に国内で不動産賃貸事業を行っておりますが、賃貸オフィスビルの需給

動向などが、今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

④ 当社グループは、取引先の与信管理の充実・強化に努めておりますが、取引先が信用不安に

陥った場合には、今後の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  

平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期

自己資本比率    （％） 11.3 16.3 14.4 14.7 12.2

時価ベースの 
自己資本比率    （％）

12.7 16.1 9.8 12.6 5.4

キャッシュ・フロー 
対有利子負債比率  （年）

2.4 15.3 2.0 ― ―

インタレスト・ 
カバレッジ・レシオ （倍）

17.7 2.6 19.3 ― ―

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

(4) 事業等のリスク
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今後の日本経済の見通しにつきましては、世界的な景気の減速と金融市場の混乱を背景に、当面

厳しい状況が続くものと予想されます。 

建設業界におきましては、実体経済の悪化の影響を受け、国内・海外ともに民間設備投資の縮小

などにより、引き続き厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況のもと、当社グループは、平成22年３月期は「中期経営計画」の最終年度とし

て、目標の達成に努める所存であります。 

これにより、次期の連結業績につきましては、受注高1,100億円、売上高1,200億円、営業利益24

億円、経常利益22億円、当期純利益16億円を見込んでおります。 

また、次期の個別業績につきましては、受注高950億円、売上高1,000億円、営業利益19億円、経

常利益18億円、当期純利益14億円を見込んでおります。 

  

最近の有価証券報告書(平成20年６月30日提出)における「事業系統図(事業の内容)」及び「関係

会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

当社グループは、経営目標に「法令を順守し、品位ある企業を目指す」、「品質確保に努め、顧

客の信頼に応える」、「社業を健全にし、全ての向上を図る」を掲げ、法令を順守し、品質を確保

して社業を発展させ社会に貢献する企業であることを経営の基本方針としております。 

  

当社グループを取り巻く環境は、「100年に一度の経済不況」と呼ばれる厳しい経済環境にあ

り、多数の企業が生産調整や雇用調整を行う等、実体経済の悪化は深刻さを増しております。 

このような状況のもと、国内建設事業では、営業力の強化を図ることにより当社グループの中核

事業としての事業規模を維持し、引き続き工事採算の向上により利益確保に努めてまいります。 

また、当期新たに見直した受注方針に沿ったリスク管理の徹底、工事資金収支の改善等により経

営基盤の安定化を図ることが重要課題であると認識しております。 

一方、海外建設事業では、海外事業本部機能を一層強化し、当社グループが事業展開している各

国固有の状況を的確に把握することにより安定的な受注と利益の確保に努めます。 

また、工事の安全管理の徹底と環境保全活動の推進を積極的に展開し、企業の社会的責任を果た

していくとともに、内部統制システムのさらなる強化を進め、法令や社会規範に則った会社運営に

努めてまいります。 

  

(5) 次期の見通し

2. 企業集団の状況

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 中期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題
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4.【連結財務諸表】

(1)【連結貸借対照表】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 ※1 10,857 ※1 11,432 

受取手形・完成工事未収入金等 ※2 21,557 ※2 27,652 

未成工事支出金 18,849 18,988 

不動産事業支出金 ※3 473 ※3 470 

材料貯蔵品 － 39 

その他のたな卸資産 45 － 

繰延税金資産 812 796 

未収入金 1,404 506 

その他 673 1,085 

貸倒引当金 △697 △632 

流動資産合計 53,976 60,339 

固定資産 

有形固定資産 

建物・構築物 ※4 6,926 ※4 8,419 

機械、運搬具及び工具器具備品 1,318 1,437 

土地 ※5 10,895 ※5 10,852 

建設仮勘定 0 0 

減価償却累計額 △4,318 △4,448 

有形固定資産合計 14,822 16,261 

無形固定資産 146 144 

投資その他の資産 

投資有価証券 ※6 2,932 ※6 2,302 

長期貸付金 616 507 

破産債権、更生債権等 194 612 

繰延税金資産 729 831 

その他 348 352 

貸倒引当金 △225 △628 

投資その他の資産合計 4,597 3,979 

固定資産合計 19,565 20,386 

資産合計 73,542 80,725 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形・工事未払金等 ※7 32,788 31,983 

1年内償還予定の社債 100 100 

短期借入金 3,139 7,348 

未払法人税等 94 143 

未成工事受入金 15,666 21,089 

完成工事補償引当金 150 150 

工事損失引当金 268 191 

賞与引当金 958 790 

その他 1,189 1,062 

流動負債合計 54,356 62,858 

固定負債 

社債 900 800 

長期借入金 5,208 4,860 

繰延税金負債 277 122 

退職給付引当金 673 646 

役員退職慰労引当金 101 － 

負ののれん － 228 

その他 739 1,068 

固定負債合計 7,899 7,726 

負債合計 62,256 70,584 

純資産の部 

株主資本 

資本金 5,061 5,061 

資本剰余金 1,400 1,400 

利益剰余金 5,527 5,136 

自己株式 △23 △25 

株主資本合計 11,966 11,572 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 306 37 

為替換算調整勘定 △1,498 △1,795 

評価・換算差額等合計 △1,192 △1,758 

少数株主持分 511 326 

純資産合計 11,285 10,140 

負債純資産合計 73,542 80,725 
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(2)【連結損益計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 

完成工事高 114,604 115,150 

不動産事業売上高 1,467 1,402 

その他の事業売上高 288 41 

売上高合計 116,360 116,593 

売上原価 

完成工事原価 107,500 107,521 

不動産事業売上原価 485 516 

その他の事業売上原価 158 24 

売上原価合計 108,144 108,062 

売上総利益 

完成工事総利益 7,104 7,629 

不動産事業総利益 981 885 

その他の事業総利益 129 17 

売上総利益合計 8,216 8,531 

販売費及び一般管理費 ※1 5,528 ※1 5,628 

営業利益 2,687 2,902 

営業外収益 

受取利息 132 97 

受取配当金 39 40 

負ののれん償却額 － 57 

為替差益 56 － 

その他 32 20 

営業外収益合計 260 215 

営業外費用 

支払利息 334 312 

その他 76 155 

営業外費用合計 410 467 

経常利益 2,536 2,650 

特別利益 

固定資産売却益 1,906 3 

貸倒引当金戻入額 701 － 

償却債権取立益 － 28 

その他 20 2 

特別利益合計 2,628 33 

特別損失 

固定資産売却損 8 0 

減損損失 ※2 2,034 31 

投資有価証券評価損 － 184 

貸倒引当金繰入額 375 419 

その他 317 24 

特別損失合計 2,735 660 

税金等調整前当期純利益 2,429 2,023 

法人税、住民税及び事業税 342 327 

過年度法人税等戻入額 － △160 

法人税等調整額 89 △63 

法人税等合計 431 104 

少数株主利益 230 151 

当期純利益 1,767 1,768 
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(3)【連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 5,061 5,061 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 5,061 5,061 

資本剰余金 

前期末残高 1,400 1,400 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 1,400 1,400 

利益剰余金 

前期末残高 4,937 5,527 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,767 1,768 

自己株式の消却 △1,024 △1,922 

当期変動額合計 590 △391 

当期末残高 5,527 5,136 

自己株式 

前期末残高 △19 △23 

当期変動額 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

自己株式の消却 1,024 1,922 

当期変動額合計 △4 △2 

当期末残高 △23 △25 

株主資本合計 

前期末残高 11,379 11,966 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,767 1,768 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

当期変動額合計 586 △393 

当期末残高 11,966 11,572 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 718 306 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△412 △268 

当期変動額合計 △412 △268 

当期末残高 306 37 

為替換算調整勘定 

前期末残高 △878 △1,498 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△619 △297 

当期変動額合計 △619 △297 

当期末残高 △1,498 △1,795 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 △160 △1,192 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△1,031 △566 

当期変動額合計 △1,031 △566 

当期末残高 △1,192 △1,758 

少数株主持分 

前期末残高 363 511 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 147 △184 

当期変動額合計 147 △184 

当期末残高 511 326 

純資産合計 

前期末残高 11,583 11,285 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,767 1,768 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △883 △751 

当期変動額合計 △297 △1,144 

当期末残高 11,285 10,140 
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益 2,429 2,023 

減価償却費 389 354 

減損損失 2,034 31 

負ののれん償却額 － △57 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △354 433 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58 △22 

受取利息及び受取配当金 △171 △137 

支払利息 334 322 

固定資産除売却損益（△は益） △1,875 1 

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 27 184 

売上債権の増減額（△は増加） △2,289 △8,421 

未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,274 △715 

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 44 11 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,077 △17 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,345 5,642 

その他 △418 216 

小計 △1,914 △149 

利息及び配当金の受取額 174 137 

利息の支払額 △326 △326 

法人税等の支払額 △278 △306 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,344 △645 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △326 △150 

定期預金の払戻による収入 704 210 

有形固定資産の取得による支出 △191 △99 

有形固定資産の売却による収入 4,795 27 

無形固定資産の取得による支出 △1 △13 

投資有価証券の取得による支出 △13 △9 

投資有価証券の売却による収入 7 1 

その他 42 126 

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,014 93 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 974 4,293 

長期借入金の返済による支出 △6,061 △433 

社債の発行による収入 985 － 

社債の償還による支出 － △100 

自己株式の取得による支出 △1,024 △1,924 

配当金の支払額 △153 △237 

少数株主への配当金の支払額 △10 － 

その他 △4 △29 

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,294 1,568 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △327 △338 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,952 678 

現金及び現金同等物の期首残高 12,976 10,024 

現金及び現金同等物の期末残高 ※1 10,024 ※1 10,702 
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該当事項はありません。 

  

(5)【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】
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(6)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ 連結の範囲に関する事項 (1) 連結子会社の数  14社

全ての子会社を連結している。

なお、株式会社ダイトーエンジニ

アリングは平成19年６月、株式会

社ナカノエージェンシーは平成20

年３月に清算結了しているが、清

算結了までの損益計算書を連結し

ている。

(1) 連結子会社の数  12社

全ての子会社を連結している。

なお、オーエムホテルシステムズ

株式会社は平成20年６月、ナカノ

エンタープライズCO.,LTD.は平成

20年５月に清算結了しているが、

清算結了までの損益計算書を連結

している。

(2) 主要な非連結子会社名

該当事項なし。

(2) 主要な非連結子会社名

同左

２ 持分法の適用に関する事

項

持分法を適用しない関連会社 

 会社の名称 

  株式会社リズミックヒルズ赤羽 

  株式会社城北シンフォニア 

  ネクストコートハウス立川 

         ＰＦＩ株式会社

持分法を適用しない関連会社 

 会社の名称

同左

持分法を適用しない理由

持分法を適用しない関連会社は、

当期純損益及び利益剰余金等に及

ぼす影響が軽微であり、重要性が

ないため持分法の適用から除外し

ている。

持分法を適用しない理由

同左

３ 連結子会社の事業年度等

に関する事項

連結子会社のうち中野咨詢(上海)有限

公司の決算日は12月31日である。連結

財務諸表の作成にあたっては、連結決

算日３月31日現在で実施した仮決算に

基づく財務諸表を使用している。

上記以外の連結子会社の決算日は、連

結決算日と一致している。

同左

４ 会計処理基準に関する事

項

 (1) 重要な資産の評価基準

及び評価方法 

 

有価証券 

 ① 満期保有目的の債券 

    償却原価法(定額法)

有価証券 

 ① 満期保有目的の債券

同左

 ② その他有価証券

    時価のあるもの

     決算期末日の市場価格等に

基づく時価法(評価差額は

全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均

法により算定している)

 ② その他有価証券

    時価のあるもの

同左

    時価のないもの 

      移動平均法による原価法

    時価のないもの

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

たな卸資産 たな卸資産

 ① 未成工事支出金  ① 未成工事支出金

個別法による原価法 同左

 ② 販売用不動産  ② 販売用不動産

個別法による低価法 個別法による原価法 

(貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方

法により算定)

 ③ 不動産事業支出金  ③ 不動産事業支出金

個別法による低価法 個別法による原価法 

(貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方

法により算定)

 ④ 材料貯蔵品  ④ 材料貯蔵品

最終仕入原価法による原価法 最終仕入原価法による原価法

(貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方

法により算定)

 (会計方針の変更)

当連結会計年度より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」(企業会

計基準第９号 平成18年７月５日

公表分)を適用している。

これによる損益に与える影響はな

い。

 (2) 重要な減価償却資産の

減価償却の方法

有形固定資産

当社及び国内連結子会社は定率法、

ただし、平成10年４月１日以降に取

得した建物(建物附属設備を除く)に

ついては、定額法を採用している。

なお、耐用年数及び残存価額につい

ては、法人税法に規定する方法と同

一の基準によっている。

在外連結子会社は、主として定額法

を採用している。

有形固定資産(リース資産を除く)

当社及び国内連結子会社は定率法、

ただし、平成10年４月１日以降に取

得した建物(建物附属設備を除く)に

ついては、定額法を採用している。

なお、耐用年数及び残存価額につい

ては、法人税法に規定する方法と同

一の基準によっている。

在外連結子会社は、主として定額法

を採用している。

(会計方針の変更)

法人税法の改正((所得税法等の一部

を改正する法律 平成19年３月30日

法律第６号)及び(法人税法施行令の

一部を改正する政令 平成19年３月

30日 政令第83号))に伴い、平成19

年４月１日以降に取得した有形固定

資産については、改正後の法人税法

に基づく減価償却の方法に変更して

いる。

これによる損益に与える影響は軽微

である。

(追加情報)

法人税法の改正に伴い、平成19年３

月31日以前に取得した資産について

は、償却可能限度額まで償却が終了

した翌連結会計年度から５年間で均

等償却する方法によっている。

これによる損益に与える影響は軽微

である。
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

無形固定資産

定額法を採用している。

なお、耐用年数については、法人税

法に規定する方法と同一の基準によ

っている。

ただし、自社利用のソフトウェアに

ついては、社内における利用可能期

間(５年)に基づく定額法を採用して

いる。

無形固定資産(リース資産を除く)

同左

――――― リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用してい

る。

なお、所有権移転外ファイナンス・

リース取引のうち、リース取引開始

日が平成20年３月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によっ

ている。

 (3) 重要な引当金の計上基

準

貸倒引当金

当社及び国内連結子会社は、債権の

貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、

回収不能見込額を計上している。ま

た、在外連結子会社は、個別債権の

回収不能見込額を計上している。

貸倒引当金

同左

完成工事補償引当金

当社及び国内連結子会社は、完成工

事に係るかし担保の費用に備えるた

め、過年度の実績に基づき当連結会

計年度の完成工事に対する将来の見

積補償額を計上している。

工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備える

ため、当連結会計年度末手持工事の

うち重要な損失の発生が見込まれ、

かつ、その金額を合理的に見積るこ

とができる工事について損失見込額

を計上している。

完成工事補償引当金

同左

 

 

 

 

工事損失引当金

       同左

賞与引当金

当社及び国内連結子会社は、従業員

に対し支給する賞与の支払に充てる

ため、実際支給見込額を基礎として

当連結会計年度に対応する額を計上

している。

賞与引当金

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

退職給付引当金

当社及び一部の在外連結子会社は、

従業員の退職給付に備えるため、当

連結会計年度末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づき、

当連結会計年度末において発生して

いると認められる額を計上してい

る。

数理計算上の差異は、各連結会計年

度の発生時における従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数(12年)

による定額法により按分した額をそ

れぞれ発生の翌連結会計年度から費

用処理している。

退職給付引当金

同左

役員退職慰労引当金

当社は、役員の退職により支給する

退職慰労金の支払に充てるため、内

規に基づく期末要支給額を計上して

いる。

―――――

 (4) 重要なリース取引の処

理方法

当社及び連結子会社は、リース物件の

所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る

方法に準じた会計処理によっている。

―――――

 (5) 重要なヘッジ会計の方

法

① ヘッジ会計の方法

  金利スワップについては、特例処

理を採用している。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

  ヘッジ手段

   金利スワップ

  ヘッジ対象

   借入金

③ ヘッジ方針

  借入金の金利変動リスクを回避す

るために金利スワップ取引を行っ

ており、投機目的の取引は行わな

い方針である。

④ ヘッジ有効性評価の方法

  金利スワップについては特例処理

の要件を満たしているため、ヘッ

ジの有効性の判定は省略してい

る。

① ヘッジ会計の方法

同左

 

② ヘッジ手段とヘッジ対象

  ヘッジ手段

同左

  ヘッジ対象

同左

③ ヘッジ方針

同左

 

 

 

④ ヘッジ有効性評価の方法

同左
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項目
前連結会計年度

(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

 (6) その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

① 完成工事高の計上基準

  当社の完成工事高の計上は、工事

完成基準によっているが、長期大

型工事(工期が24ヶ月以上、か

つ、請負金額が20億円以上)につ

いては工事進行基準によってい

る。

  また、在外連結子会社は主として

工事進行基準によっている。

  なお、工事進行基準によった完成

工事高は22,150百万円である。

① 完成工事高の計上基準

  当社の完成工事高の計上は、工事

完成基準によっているが、長期大

型工事(工期が24ヶ月以上、か

つ、請負金額が20億円以上)につ

いては工事進行基準によってい

る。

  また、在外連結子会社は主として

工事進行基準によっている。

  なお、工事進行基準によった完成

工事高は29,685百万円である。

② 消費税等の会計処理

  消費税及び地方消費税に相当する

額の会計処理は、税抜方式によっ

ている。

② 消費税等の会計処理

同左

５ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価は全

面時価評価法によっている。

同左

６ のれん及び負ののれんの

償却に関する事項

――――― ５年間の均等償却を行っている。

７ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

連結キャッシュ・フロー計算書におけ

る資金(現金及び現金同等物)は、手許

現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資からなる。

同左
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(7)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

――――― (リース取引に関する会計基準)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっていたが、当連結会計年度より、「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月

17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改

正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」

(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日(日

本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月

30日改正))を適用し、通常の売買取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のう

ち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっている。

これによる損益に与える影響はない。

――――― (連結財務諸表における在外子会社の会計処理に関する

当面の取扱い)

当連結会計年度より、「連結財務諸表作成における

在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務

対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用してい

る。

これによる損益に与える影響はない。

【表示方法の変更】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

――――― (連結貸借対照表関係)

前連結会計年度において流動資産の「その他のたな

卸資産」に含めていた「材料貯蔵品」は、当連結会計

年度から区分掲記することとした。なお、前連結会計

年度の流動資産の「その他のたな卸資産」に含まれる

「材料貯蔵品」は44百万円である。

【追加情報】

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

――――― (役員退職慰労引当金)

当社は、役員の退職により支給する退職慰労金の支

払いに充てるため、内規に基づく期末要支給額を計上

していたが、平成20年６月27日開催の第66回定時株主

総会終結の時をもって役員退職慰労金制度を廃止し、

廃止日までの在任期間に対応する退職慰労金について

は、各役員の退任時に支給することとしている。これ

に伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、未払

いである退職慰労金については、「固定負債」の「そ

の他」に含めて表示している。
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(8)【連結財務諸表に関する注記事項】

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成20年３月31日)

当連結会計年度 
(平成21年３月31日)

１ 下記の資産は、長期借入金5,208百万円及び短期借

入金2,789百万円並びに営業保証金等の担保に供し

ている。

百万円

※１ 現金預金 727

※２ 受取手形 1,999

※３ 不動産事業支出金 195

※４ 建物 2,340

※５ 土地 9,859

※６ 投資有価証券 1,370

計 16,493

１ 下記の資産は、長期借入金4,860百万円及び短期借

入金5,408百万円並びに営業保証金等の担保に供し

ている。

百万円

※１ 現金預金 457

※２ 受取手形 2,292

※３ 不動産事業支出金 195

※４ 建物 2,243

※５ 土地 9,852

※６ 投資有価証券 835

計 15,877

２ ※６このうち、関連会社に対する金額は、次のとお

りである。

 投資有価証券(株式) 5百万円

２ ※６このうち、関連会社に対する金額は、次のとお

りである。

 投資有価証券(株式) 5百万円

３ 保証債務

工事履行保証 3,682百万円

手付金保証 105百万円

従業員持家ローン 14百万円

 計 3,802百万円

３ 保証債務

工事履行保証 3,698百万円

手付金保証 21百万円

従業員持家ローン 10百万円

 計 3,729百万円

４ ※２ 受取手形割引高 1,348百万円 ４ ※２ 受取手形割引高 1,571百万円
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(連結損益計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１ ※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおり

である。

減価償却費 132百万円

賞与引当金繰入額 367百万円

退職給付費用 228百万円

従業員給料手当 2,609百万円

  ※１このうち、主要な費目及び金額は、次のとおり

である。

減価償却費 132百万円

賞与引当金繰入額 315百万円

退職給付費用 277百万円

従業員給料手当 2,623百万円

 

２ ※２減損損失

  当連結会計年度において、当社グループは、以

下の資産について減損損失を計上した。

用途 場所 種類
減損損失
(百万円)

事業用資産
東京都 
他１件

土地 916 

建物 393

賃貸用 
不動産

宮城県 
他１件

土地 453

建物 183

遊休資産 神奈川県 土地 87

合計 ― ― 2,034 

  グルーピングの単位については、建設事業は、

各収益管理単位毎に、不動産賃貸事業及びその

他の事業は、各個々の資産毎にグルーピングし

ている。 

従来、建設事業の事業用資産及び不動産事業の

賃貸用不動産にグルーピングしていた上記の資

産について、売却する方針を決定したこと又は

遊休状態であることにより、帳簿価額を回収可

能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上した。

  なお、当該資産の回収可能価額は正味売却価額

により測定しており、正味売却価額は、市場価

額、不動産鑑定評価額等に基づいて算定してい

る。

―――――
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  (変動事由の概要) 
減少数の内訳は、次のとおりである。 

第Ⅰ種優先株式の消却による減少 2,000,000株 
  

  

   

  (変動事由の概要) 
増加数の内訳は、次のとおりである。 

普通株式の単元未満株式の買取りによる増加 13,589株 
第Ⅰ種優先株式の買取りによる増加 2,000,000株 

減少数の内訳は、次のとおりである。 
第Ⅰ種優先株式の消却による減少 2,000,000株 

  

  
該当事項はない。 

  

  

  

 
  
  

  

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 34,498,097 ― ― 34,498,097

第Ⅰ種優先株式(株) 5,600,000 ― 2,000,000 3,600,000

合計(株) 40,098,097 ― 2,000,000 38,098,097

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 75,074 13,589 ― 88,663

第Ⅰ種優先株式(株) ― 2,000,000 2,000,000 ―

合計(株) 75,074 2,013,589 2,000,000 88,663

３  新株予約権等に関する事項

４  配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 

(百万円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成19年６月28日 
定時株主総会

普通株式 120 3.50 平成19年３月31日 平成19年６月29日

平成19年６月28日 
定時株主総会

第Ⅰ種優先株式 32 5.86 平成19年３月31日 平成19年６月29日

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額 

(百万円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 206 6.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年６月27日 
定時株主総会

第Ⅰ種優先株式 利益剰余金 30 8.54 平成20年３月31日 平成20年６月30日
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  (変動事由の概要) 
減少数の内訳は、次のとおりである。 

第Ⅰ種優先株式の消却による減少 3,600,000株 
  

  

   

  (変動事由の概要) 
増加数の内訳は、次のとおりである。 

普通株式の単元未満株式の買取りによる増加 10,094株 
第Ⅰ種優先株式の買取りによる増加 3,600,000株 

減少数の内訳は、次のとおりである。 
第Ⅰ種優先株式の消却による減少 3,600,000株 

  

  
該当事項はない。 

  

  

  

 
  
  

  

 
  

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

１ 発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 34,498,097 ― ― 34,498,097

第Ⅰ種優先株式(株) 3,600,000 ― 3,600,000 ―

合計(株) 38,098,097 ― 3,600,000 34,498,097

２ 自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 88,663 10,094 ― 98,757

第Ⅰ種優先株式(株) ― 3,600,000 3,600,000 ―

合計(株) 88,663 3,610,094 3,600,000 98,757

３  新株予約権等に関する事項

４  配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額 

(百万円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 206 6.00 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年６月27日 
定時株主総会

第Ⅰ種優先株式 30 8.54 平成20年３月31日 平成20年６月30日

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額 

(百万円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成21年６月26日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 206 6.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

※１現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

百万円

現金及び預金勘定 10,857

預入期間が３ケ月を超える定期預金等  △832

現金及び現金同等物 10,024

※１現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表

に掲記されている科目の金額との関係

百万円

現金及び預金勘定 11,432

預入期間が３ケ月を超える定期預金等  △729

現金及び現金同等物 10,702
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  (注) １ 事業区分の方法 

  日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分した。 

  ２ 各事業区分に属する主要な内容 

  建設事業：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

  不動産事業：不動産の売買、賃貸、仲介等に関する事業 

  その他の事業：ホテル業、保険代理業他 

  

  

 
  (注) １ 事業区分の方法 

  日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分した。 

  ２ 各事業区分に属する主要な内容 

  建設事業：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

  不動産事業：不動産の売買、賃貸、仲介等に関する事業 

  その他の事業：保険代理業 

  

(セグメント情報)

１ 事業の種類別セグメント情報

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

建設事業 
(百万円)

不動産
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

114,604 1,467 288 116,360 ― 116,360

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 114,604 1,467 288 116,360 ― 116,360

  営業費用 112,741 687 244 113,673 ― 113,673

  営業利益 1,862 780 43 2,687 ― 2,687

Ⅱ 資産、減価償却費、 
  減損損失及び資本的支出

  資産 47,175 14,955 16 62,147 11,394 73,542

  減価償却費 212 155 21 389 ― 389

  減損損失 1,309 724 ― 2,034 ― 2,034

  資本的支出 162 31 0 193 ― 193

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

建設事業 
(百万円)

不動産
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

115,150 1,402 41 116,593 ― 116,593

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 115,150 1,402 41 116,593 ― 116,593

  営業費用 112,987 701 2 113,691 ― 113,691

  営業利益 2,162 701 38 2,902 ― 2,902

Ⅱ 資産、減価償却費、 
  減損損失及び資本的支出

  資産 54,399 16,185 62 70,647 10,111 80,758

  減価償却費 186 168 ― 354 ― 354

  減損損失 6 24 ― 31 ― 31

  資本的支出 315 1,640 ― 1,956 ― 1,956
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  (注) 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分の方法     地理的近接度によっている。 

  (2) 各区分に属する主な国又は地域  東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

                          タイ、中国、ベトナム 

  北   米：アメリカ 

  オセアニア：オーストラリア 

  

  

 
  (注) 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分の方法     地理的近接度によっている。 

  (2) 各区分に属する主な国又は地域  東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

                          タイ、中国、ベトナム 

  北   米：アメリカ 

  

２ 所在地別セグメント情報

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

日本 
(百万円)

東南アジア
(百万円)

北米
(百万円)

オセアニア
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

95,118 20,835 348 57 116,360 ― 116,360

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

237 25 ― ― 262 (262) ―

計 95,356 20,860 348 57 116,623 (262) 116,360

  営業費用 93,454 20,264 169 47 113,935 (262) 113,673

  営業利益 1,901 596 179 9 2,687 ― 2,687

Ⅱ 資産 52,081 7,481 2,582 2 62,147 11,394 73,542

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

日本 
(百万円)

東南アジア
 (百万円)

北米
 (百万円)

計
 (百万円)

消去 
 又は全社 
 (百万円)

連結
 (百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
    売上高

88,325 27,948 319 116,593 ― 116,593

 (2) セグメント間の内部 
    売上高又は振替高

340 25 ― 366 (366) ―

計 88,666 27,974 319 116,960 (366) 116,593

  営業費用 86,709 27,217 130 114,057 (366) 113,691

  営業利益 1,956 757 188 2,902 ― 2,902

Ⅱ 資産 58,630 9,689 2,327 70,647 10,111 80,758
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  (注) １ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  ２ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分の方法     地理的近接度によっている。 

  (2) 各区分に属する主な国又は地域  東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

                          タイ、中国、ベトナム 

  北   米：アメリカ 

  オセアニア：オーストラリア 

  

  

 
  (注) １ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  ２ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

  (1) 国又は地域の区分の方法     地理的近接度によっている。 

  (2) 各区分に属する主な国又は地域  東南アジア：シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

                          タイ、中国、ベトナム 

  北   米：アメリカ 

  

３ 海外売上高

前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日)

東南アジア 北米 オセアニア 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 20,835 348 57 21,241

Ⅱ 連結売上高(百万円) 116,360

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

17.9 0.3 0.1 18.3

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日)

東南アジア 北米 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 27,948 319 28,268

Ⅱ 連結売上高(百万円) 116,593

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

24.0 0.2 24.2
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(注) １ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

 
  

２ 当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載してい

ない。 

３ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
  

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 259.91円 １株当たり純資産額 285.30円

１株当たり当期純利益 50.47円 １株当たり当期純利益 51.40円

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
41.87円

潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
―

前連結会計年度 当連結会計年度

(平成20年３月31日) (平成21年３月31日)

純資産の部の合計額 (百万円) 11,285 10,140

純資産の部の合計額から控除する金額 (百万円) 2,342 326

 (うち少数株主持分) (百万円) (511) (326)

 (うち優先株式払込金額) (百万円) (1,800) ―

 (うち優先株式配当額) (百万円) (30) ―

普通株式に係る期末の純資産額 (百万円) 8,943 9,814

１株当たり純資産額の算定に用いられた 

期末の普通株式の数
(千株) 34,409 34,399

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり当期純利益

  当期純利益 (百万円) 1,767 1,768

  普通株主に帰属しない金額 (百万円) 30 ―

   (うち優先株式配当額) (百万円) (30) ―

  普通株式に係る当期純利益 (百万円) 1,736 1,768

  普通株式の期中平均株式数 (千株) 34,414 34,403

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

  当期純利益調整額 (百万円) 30 ―

   (うち優先株式配当額) (百万円) (30) ―

  普通株式増加数 (千株) 7,805 ―

     内訳

       第Ⅰ種優先株式 (千株) (7,805) ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在

株式の概要

――――― ―――――
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リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、スト

ック・オプション等、企業結合等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が

大きくないと考えられるため開示を省略します。 

  

(開示の省略)
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5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金預金 7,342 6,477 

受取手形 5,233 4,482 

完成工事未収入金 12,531 18,899 

未成工事支出金 18,715 18,971 

不動産事業支出金 428 426 

材料貯蔵品 39 33 

関係会社短期貸付金 89 50 

繰延税金資産 687 727 

未収入金 1,451 546 

その他 476 648 

貸倒引当金 △694 △634 

流動資産合計 46,300 50,629 

固定資産 

有形固定資産 

建物 5,126 6,623 

減価償却累計額 △2,746 △2,891 

建物（純額） 2,380 3,732 

構築物 193 228 

減価償却累計額 △181 △151 

構築物（純額） 11 76 

機械及び装置 179 179 

減価償却累計額 △162 △166 

機械及び装置（純額） 17 13 

車両運搬具 18 23 

減価償却累計額 △6 △13 

車両運搬具（純額） 12 9 

工具器具・備品 410 450 

減価償却累計額 △362 △378 

工具器具・備品（純額） 47 71 

土地 10,073 10,043 

リース資産 － 205 

減価償却累計額 － △26 

リース資産（純額） － 178 

有形固定資産合計 12,543 14,126 

無形固定資産 

無形固定資産合計 146 138 

投資その他の資産 

投資有価証券 2,835 2,222 

関係会社株式 2,282 2,281 

関係会社長期貸付金 725 710 

破産債権、更生債権等 188 603 

保険積立金 151 155 

繰延税金資産 498 654 

その他 719 631 

貸倒引当金 △450 △863 

投資その他の資産合計 6,951 6,396 

固定資産合計 19,640 20,660 

資産合計 65,941 71,289 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

支払手形 17,133 15,329 

工事未払金 10,789 10,451 

1年内償還予定の社債 100 100 

短期借入金 3,139 7,348 

未払法人税等 37 74 

未成工事受入金 15,567 20,640 

完成工事補償引当金 150 148 

工事損失引当金 268 191 

賞与引当金 942 778 

その他 1,040 826 

流動負債合計 49,168 55,887 

固定負債 

社債 900 800 

長期借入金 5,208 4,860 

退職給付引当金 650 625 

役員退職慰労引当金 101 － 

長期預り金 708 722 

その他 － 313 

固定負債合計 7,568 7,321 

負債合計 56,736 63,209 

純資産の部 

株主資本 

資本金 5,061 5,061 

資本剰余金 

資本準備金 1,400 1,400 

資本剰余金合計 1,400 1,400 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 2,487 1,628 

利益剰余金合計 2,487 1,628 

自己株式 △23 △25 

株主資本合計 8,925 8,064 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 278 15 

評価・換算差額等合計 278 15 

純資産合計 9,204 8,080 

負債純資産合計 65,941 71,289 
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(2)【損益計算書】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 

完成工事高 94,037 87,957 

不動産事業売上高 1,030 959 

その他の事業売上高 226 － 

売上高合計 95,294 88,917 

売上原価 

完成工事原価 88,301 81,821 

不動産事業売上原価 412 447 

その他の事業売上原価 174 － 

売上原価合計 88,889 82,269 

売上総利益 

完成工事総利益 5,735 6,135 

不動産事業総利益 617 511 

その他の事業総利益 52 － 

売上総利益合計 6,405 6,647 

販売費及び一般管理費 

役員報酬 160 258 

従業員給料手当 2,079 2,167 

賞与引当金繰入額 364 311 

退職給付費用 223 273 

役員退職慰労引当金繰入額 17 115 

法定福利費 285 302 

福利厚生費 56 41 

修繕維持費 5 18 

事務用品費 50 47 

通信交通費 322 294 

動力用水光熱費 56 58 

調査研究費 8 8 

広告宣伝費 18 14 

貸倒引当金繰入額 － 15 

交際費 92 86 

寄付金 1 3 

地代家賃 150 157 

減価償却費 92 96 

租税公課 63 91 

保険料 16 16 

雑費 538 499 

販売費及び一般管理費合計 4,604 4,877 

営業利益 1,800 1,769 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業外収益 

受取利息 119 38 

受取配当金 142 552 

為替差益 61 － 

その他 31 15 

営業外収益合計 355 606 

営業外費用 

支払利息 334 312 

その他 71 149 

営業外費用合計 405 461 

経常利益 1,751 1,914 

特別利益 

固定資産売却益 1,904 － 

貸倒引当金戻入額 117 － 

償却債権取立益 － 28 

その他 4 － 

特別利益合計 2,026 28 

特別損失 

固定資産売却損 8 0 

減損損失 1,798 6 

投資有価証券評価損 － 176 

貸倒引当金繰入額 － 429 

その他 306 3 

特別損失合計 2,113 616 

税引前当期純利益 1,664 1,326 

法人税、住民税及び事業税 28 40 

法人税等調整額 113 △15 

法人税等合計 142 25 

当期純利益 1,521 1,300 
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 5,061 5,061 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 5,061 5,061 

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 1,400 1,400 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 1,400 1,400 

資本剰余金合計 

前期末残高 1,400 1,400 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 1,400 1,400 

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

前期末残高 2,143 2,487 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,521 1,300 

自己株式の消却 △1,024 △1,922 

当期変動額合計 344 △858 

当期末残高 2,487 1,628 

利益剰余金合計 

前期末残高 2,143 2,487 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,521 1,300 

自己株式の消却 △1,024 △1,922 

当期変動額合計 344 △858 

当期末残高 2,487 1,628 

自己株式 

前期末残高 △19 △23 

当期変動額 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

自己株式の消却 1,024 1,922 

当期変動額合計 △4 △2 

当期末残高 △23 △25 

株主資本合計 

前期末残高 8,585 8,925 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,521 1,300 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

当期変動額合計 339 △860 

当期末残高 8,925 8,064 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 677 278 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△399 △263 

当期変動額合計 △399 △263 

当期末残高 278 15 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 677 278 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△399 △263 

当期変動額合計 △399 △263 

当期末残高 278 15 

純資産合計 

前期末残高 9,263 9,204 

当期変動額 

剰余金の配当 △153 △237 

当期純利益 1,521 1,300 

自己株式の取得 △1,028 △1,924 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △399 △263 

当期変動額合計 △59 △1,124 

当期末残高 9,204 8,080 
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6. 連結業績の建設事業の受注高、売上高、繰越高

(単位 百万円)

前連結会計年度 当連結会計年度

比較増減自 平成19年４月１日 自 平成20年４月１日

至 平成20年３月31日 至 平成21年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減比

% % %
受 国内 101,238 74.3 100,761 80.4 △476 △0.5 

注 海外 34,994 25.7 24,571 19.6 △10,422 △29.8

高 合計 136,232 100.0 125,333 100.0 △10,899 △8.0

売 国内 93,768 81.8 87,201 75.7 △6,566 △7.0

上 海外 20,835 18.2 27,948 24.3 7,112 34.1

高 合計 114,604 100.0 115,150 100.0 545 0.5

繰 国内 102,162 75.3 115,722 79.4 13,559 13.3

越 海外 33,447 24.7 30,070 20.6 △3,376 △10.1

高 合計 135,609 100.0 145,793 100.0 10,183 7.5

 なお、参考のため提出会社単独の建設事業の状況は次のとおりである。

(単位 百万円)

前期 当期

比較増減自 平成19年４月１日 自 平成20年４月１日

至 平成20年３月31日 至 平成21年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減比

% % %

建築

官公庁 6,677 6.5 28,103 27.7 21,426 320.9
受 民間 93,804 92.0 71,965 70.7 △21,838 △23.3

計 100,481 98.5 100,069 98.4 △412 △0.4 

土木

官公庁 606 0.6 1,562 1.5 955 157.5
注 民間 964 0.9 111 0.1 △853 △88.5

計 1,571 1.5 1,673 1.6 102 6.5

合計

官公庁 7,284 7.1 29,665 29.2 22,381 307.3
高 民間 94,768 92.9 72,077 70.8 △22,691 △23.9 

計 102,052 100.0 101,742 100.0 △309 △0.3

建築

官公庁 11,551 12.2 12,994 14.8 1,443 12.5

売 民間 81,024 86.2 72,480 82.4 △8,543 △10.5

計 92,575 98.4 85,475 97.2 △7,099 △7.7 

土木

官公庁 332 0.4 1,294 1.4 961 288.9

上 民間 1,129 1.2 1,187 1.4 58 5.1

計 1,462 1.6 2,481 2.8 1,019 69.7

合計

官公庁 11,883 12.6 14,288 16.2 2,405 20.2

高 民間 82,153 87.4 73,668 83.8 △8,484 △10.3

計 94,037 100.0 87,957 100.0 △6,079 △6.5

建築

官公庁 14,170 13.8 29,278 25.1 15,108 106.6

繰 民間 86,548 84.3 86,033 73.9 △515 △0.6

計 100,719 98.1 115,312 99.0 14,593 14.5

土木

官公庁 543 0.5 812 0.7 268 49.4

越 民間 1,406 1.4 330 0.3 △1,076 △76.5

計 1,950 1.9 1,142 1.0 △807 △41.4

合計

官公庁 14,713 14.3 30,091 25.8 15,377 104.5

高 民間 87,955 85.7 86,364 74.2 △1,591 △1.8

計 102,669 100.0 116,455 100.0 13,785 13.4
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  該当事項はない。 

  

  退任予定取締役 

     現 取締役  溝口 五郎 

  

7. 役員の異動

(1) 代表者の異動

(2) その他の役員の異動(平成21年６月26日開催予定の株主総会)
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